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平成３１年第２回定例教育委員会 

 

 

                          平成３１年２月２２日（金）午後２時３０分 

                                  江別市教育庁舎 大会議室 

出席者   教育長       月 田 健 二 

     委 員      支 部 英 孝 

委 員      橋 本 幸 子 

委 員       林   大 輔 

委 員      須 田 壽美江  

 

 

説明員  教育部長    萬   直 樹 

教育部次長   伊 藤 忠 信 

学校教育支援室長 

谷 口 圭 吾 

総務課長    近 藤 澄 人 

学校教育課長  廣 田   修 

教育支援課長  松 井 正 行 

給食センター長 鈴 木 知 幸 

対雁調理場長  鈴 木 正 春 

生涯学習課長  天 野 保 則 

スポーツ課長  三 浦   洋 

情報図書館長  山 本 則 行 

郷土資料館長  櫛 田 智 幸 

郷土資料館主幹 兼 平 一 志 

 欠席者  スポーツ課主幹 遠 藤 毅 史 

記録員  総務課総務係長 嶋 中 健 一 

傍聴者  なし 

 

１ 報告事項 

（１）平成３０年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果について 

（２）平成３０年度江別市青少年文化賞等の表彰について       

（３）平成３０年度江別市青少年スポーツ賞等の表彰について    

（４）平成３１年度一般財団法人江別市スポーツ振興財団の事業計画について 

（５）江別市スポーツ推進審議会委員の公募について        

（６）平成３０年度江別市一般会計補正予算の査定について     

 

２ 審議事項 

（１）平成３１年議案第１１号 

職員の復職発令について                     

（２）平成３１年議案第１２号 

   江別市立学校における学校運営委員会の設置等に関する規則の一部を改正する規則の制定 

について                            

（３）平成３１年議案第１３号 

職員の厳重注意について                     

 

３ その他 

○次回教育委員会予定案件について 

○平成３１年第３回定例教育委員会の日程について 
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（開会） 

ただいまから、平成３１年第２回定例教育委員会を開会いたします。 

本日の議事日程は、配付のとおりであります。 

会議に先立ち、本日の会議録署名人を、支部委員にお願いいたします。 

議事に入ります前にお諮りしたい事項がございます。 

議案第１１号の職員の復職発令について及び議案第１３号の職員の厳重注意についての

２件は人事案件でありますことから、秘密会による審議を提案するものでございます。 

これにご異議ありませんか。 

（一同了承） 

委員の皆様のご賛同が得られましたので、議案第１１号及び議案第１３号は、秘密会に

より進行いたします。 

この２件を本日の審議順の最初に行い、議案第１１号終了後及び議案第１３号終了後に、

それぞれ他の説明員等入室のため暫時休憩し、その後、次第に従って進行してまいります。 

  

 ＜秘密会につき会議録省略＞ 

 

委員会を再開します。議事に入ります。 

１の報告事項（１）平成３０年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果について

の報告を求めます。 

廣田学校教育課長お願いします。 

報告事項（１）平成３０年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果についてご説

明いたします。 

平成３０年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査は、スポーツ庁の実施要領に基づき、

４月から７月に掛けて各学校において実施されました。 

平成３０年１２月に、スポーツ庁から江別市教育委員会に集計結果が送付され、その結

果の分析が終わりましたのでご報告するものです。 

資料の１ページをご覧ください。 

調査の概要については、記載のとおりです。 

次に、３ページをご覧ください。体格と肥満度に関する調査の結果です。 

一番上の四角で囲まれた部分は、調査結果の概要を、中ほどの表は男子のデータを、下

段の表は、女子のデータを記載しております。データについては、今年度の江別市の数値

と、全国平均値５０．０に対する相対的な位置を示すＴ得点を掲載したほか、全国・全道

の数値や、江別市の前年度の数値を参考に併記しております。 

小学校では、身長及び体重は、男子・女子ともに全国平均とほぼ同程度であります。肥

満傾向については、男子は中等度肥満がやや上回っております。 

次に、４ページをご覧ください。 

中学校では、身長は、男子・女子ともに全国平均をやや上回っており、体重は男子がや

や上回り、女子がほぼ同程度です。肥満傾向については、男子の軽度肥満傾向がやや上回

っています。 

次に実技検査の結果について、５ページから８ページに掛けて記載しております。 

５ページをご覧ください。 

一番上の四角で囲まれた部分は、調査結果の概要を、その下の表は、各種目の成績とそ

の点数を合計した体力合計点などのデータを、その下の縦棒のグラフは、各種目のＴ得点

を、その下の横棒のグラフは、良いほうから順にＡからＥまで５段階で評定した体力の総

合評価を表しています。 

中段にあります、実技調査Ｔ得点（男子）のグラフをご覧ください。 

５０の横棒のラインが全国平均、左側の棒グラフが全道平均、右側の棒グラフが江別市

の平均となっています。 

小学校男子では、全国平均と比較して、握力、上体起こし、立ち幅跳びはやや上回り、

反復横跳び、２０メートルシャトルラン及びソフトボール投げは、ほぼ同程度、長座体前
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屈はやや下回り、５０メートル走は下回りました。 

体力合計点のＴ得点は５０．２で、全国平均とほぼ同程度となりました。 

次に６ページの中段にあります、実技調査Ｔ得点（女子）のグラフをご覧ください。 

小学校女子は、全国平均と比較して握力が上回り、上体起こし、反復横跳び、２０メー

トルシャトルラン、立ち幅跳び、ソフトボール投げは、ほぼ同程度、長座体前屈と５０メ

ートル走は下回りました。 

体力合計点のＴ得点は４９．４で、全国平均とほぼ同程度となりました。 

次に７ページの中段にあります、実技調査Ｔ得点（男子）のグラフをご覧ください。 

中学校男子は、全国平均と比較して握力が上回り、反復横跳び、立ち幅跳び、ハンドボ

ール投げはやや上回り、上体起こし、長座体前屈、持久走、２０メートルシャトルランは、

ほぼ同程度、５０メートル走は下回りました。 

体力合計点のＴ得点は５０．８で、全国平均とほぼ同程度となりました。 

次に８ページの中段にあります、実技調査Ｔ得点（女子）のグラフをご覧ください。 

中学校女子は、全国平均と比較して、握力が上回り、上体起こし、反復横跳び、立ち幅

跳び、ハンドボール投げはほぼ同程度、長座体前屈、５０メートル走はやや下回り、持久

走、２０メートルシャトルランは下回りました。 

体力合計点のＴ得点は、４９．５で全国平均とほぼ同程度となりました。 

次に９ページから１２ページは、児童生徒質問紙調査の結果です。 

９ページから１０ページには小学校、１１ページから１２ページには中学校に対する質

問紙調査の結果を記載しております。左側に男子のグラフ、右側に女子のグラフを配置し

ております。 

次に、１３ページから１４ページは、学校質問紙調査の結果です。 

左側に小学校のグラフ、右側に中学校のグラフを配置しております。 

続いて、最後のページをご覧ください。 

この調査を基に、江別市体力改善支援プランとしてまとめたものです。 

調査の結果、明らかになった課題については、イの実技に記載のありますとおり、５０

メートル走では小中学校男子・女子ともに全国平均をやや下回っている、または下回って

いることから、今後も、疾走能力、全身持久力などを養う運動に一層力を入れていく必要

があります。 

ウの児童生徒質問紙では、家庭における運動に対する働き掛けの項目が、小学校男子で

全国平均をやや下回り、中学校男子・女子ともに全国平均を下回っていること、体育の授

業における目標の提示及び振り返りの項目において、学校と児童生徒の意識に差が生じて

いることなどが課題となっております。資料の下段、左側は課題解決に向けた学校の取り

組みであり、引き続き、体力改善プランの作成による新体力テストの全学年実施や、体育

科の授業改善等に取り組む必要があると考えております。 

右側が、学校に対する教育委員会の支援であり、引き続き、北海道教育委員会のどさん

子元気アップチャレンジの啓発・表彰や、教職員の指導力向上に向けた支援、北翔大学と

連携した各種の取り組みなどを進めていきたいと考えております。 

なお、この調査結果及び体力改善支援プランについては、各学校に情報提供を行い、今

後の体力向上の取り組みに役立てていきたいと考えております。 

以上です。 

ただいま報告のありました、平成３０年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果

についてですが、私から補足させていただきます。 

 全道的な調査結果を見ると、檜山管内が北海道では一番良いという結果が新聞などで報

道されていました。この間、テレビを見ていましたら、檜山の小中学校では、どんどん廊

下を走らせているという取り組みをしているということでした。児童数や生徒数が多くな

ければ、そのような取り組みもできると思いますが、江別市も含めた石狩管内などでは、

廊下を走っても良いことにすると大変なことになりますので、同じような取り組みは難し

いと思っています。 

江別市の傾向としては、特に、持久走や２０メートルシャトルランの結果を見ると、走

ることがあまり良くないものですから、何とかして子供たちを走らせなければならないと
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思っています。 

そのほかは、全国平均を上回ったり、全国平均並みだったりしているという結果が出て

いますので、課題は走ることなのだろうと思っています。 

 委員の皆さんから何か質問等はございますでしょうか。 

 調査期間についてですが、４月から７月の間に実施したとなっていますが、北海道には

冬があるので、雪解け直後の４月に調査をするのと７月に調査をするのでは、結果が違っ

てくると思います。江別市では、何月ぐらいに調査を行っているのでしょうか。 

 各学校が何月に調査をしたかについては、手元の資料では持ち合わせておりませんが、

委員がおっしゃったとおり、雪解けのあとに各学校では運動会を目指して練習をしていき

ます。やはり、運動会の前後では結果が違ってくるのではないかと考えています。 

 課題解決に向けた創意工夫として挙げておりますが、全道的に走力が低い傾向にあるこ

とから、実施時期については次年度以降に学校の取り組み方と併せて進めていきたいと考

えております。 

 ほかに質問等はございますか。 

 ただいまの走力についてですが、スポーツ関係の大学の先生のところで、先生方も夏季

に講習を受けるなどされていたかと思いますが、是非、そういったものを活用して、走る

ことの大切さや重要性を、先生方にも今一度確認していただければと思います。 

 学力については、非常に素晴らしいと感じておりまして、スポーツの基本は走ることが

大切だと思いますので、指導する先生方にもこうした機会が増えると有り難いと思います。 

ほかに質問等はございますか。 

 以前までの数字が分からないのですが、昨年度の数字と比較すると、微妙に、少しずつ

体力が付きつつあるという印象なのですが、そのような解釈でよろしいでしょうか。 

 体力合計点のＴ得点で見ますと、小学校男子、中学校男子それぞれが５０．０を上回っ

ており、小学校女子が４９．４、中学校女子４９．５ということで全国平均を下回ってお

ります。 

 ただし、前年度と比較して上回った種目数は、小学校男子では８種目中５種目、小学校

女子では８種目中５種目で上回っております。また、中学校男子では９種目中４種目で、

中学校女子では９種目中３種目で上回っておりますので、こうした面では、女子の体力合

計点のＴ得点では５０．０を下回っておりますが、前年度との比較では上回っている種目

がありますし、下回っていてもプラスマイナス１以内ですので、全国平均とほぼ同程度と

いうことができると考えております。 

 ７年か８年ぐらい前までと比べると、このＴ得点は当時はかなり低かったです。当時は

４８前後だったと思いますので、相当江別市の子供たちの運動能力は改善されていると思

います。その一つは、大学の先生方の力もありまして、小学校１年生から運動を教えてい

ただいたり、大学生の方が一緒に子供たちに運動を教えていただいたりしていますので、

こうしたことが非常に大きいのではないかと感じています。それが、中学校まで体力運動

能力が維持されているというふうに思いますので、協力していただいている北翔大学の皆

さんには感謝をしたいと思っています。 

 ほかに質問等はございますか。 

 走ることに関しては、私が関わっているバドミントンクラブに入ってきたばかりの子供

たちを走らせると、腕の振り方、足の上げ方などの走る姿勢が良くないと感じます。正し

い姿勢、正しい走り方というものを、以前、教育委員会で作成されたポスターを頂いたの

で、それを見せながら話をしているのですが、なかなかポスターのようには足が上がらず、

腕は振れないという状況になるので、それを直したいといつも思っています。 

今、北翔大学の学生や先生方から、子供たちに走り方を教えていただいているので、各

学校で正しい走り方を子供たちに見せてほしいと思っていますが、各学校での走り方教室

のようなものは、どのぐらいの頻度で行われているのでしょうか。 

 走り方教室については、講師に北翔大学スポーツ教育学科の先生や陸上部の学生が入っ

て指導をしているのですが、昨年度は９校の小学校で実施しており、今年度は１２校で行

っております。それ以外で、北翔大学との連携ということで、出前授業としては今年度は

３校で実施していたものを来年度からは５校に増やすとか、また、中央小学校には体育専
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須田委員 

科教員が配置されておりますが、今年度、市内の教職員を対象とした研修会を行わせてい

ただいており、教職員向けの指導力向上につなげる取り組みを実施しております。 

 ほかに質問等はございますか。 

（質疑終了） 

それでは、本報告について終了してよろしいですか。 

（一同了承） 

次に報告事項（２）平成３０年度江別市青少年文化賞等の表彰について及び（３）平成

３０年度江別市青少年スポーツ賞等の表彰について、以上２件を一括して報告を求めます。 

天野生涯学習課長お願いします。 

報告事項（２）平成３０年度江別市青少年文化賞等の表彰についてご報告いたします。 

今年度の表彰に関する事績の対象期間は、原則として平成３０年１月１日から１２月３

１日の１年間としているほか、通算成績で対象となる場合は３年前までとしております。 

年齢等の要件は、文化賞・文化奨励賞につきましては、小学生以上２４歳まで、教育委

員会賞の文化部門につきましては、小学生、中学生、高校生としております。 

昨年の１２月から今年１月１０日までの推薦受付期間を設け、広報えべつでの掲載周知

のほか、各種団体、小中学校、高等学校、大学等に推薦依頼を行い、推薦のあった候補者

の事績内容等の確認をしました。 

文化賞につきましては、全国規模の大会等で３位以内に相当する成績を収めた候補者を

庁議の意見を伺った上で、市長決裁により最終決定しております。また、文化奨励賞につ

きましては、全道規模の大会等で優勝、または、それに相当する成績を収めた候補者を、

市長決裁により最終決定しております。さらに、教育委員会賞につきましては、全道規模

の大会等で２位、３位の成績を収めた候補者を、教育長決裁により最終決定しております。 

今回の受賞者につきましては、１ページに文化賞の５個人１団体を、２ページに文化奨

励賞の５個人２団体を掲載しております。 

また、３ページに、教育委員会賞文化部門の４個人２団体を掲載しております。 

各賞及びそれぞれの受賞者の氏名、事績等につきましては、記載のとおりでありますの

でご参照いただきたいと存じます。 

また、年度別の受賞者数統計と候補者選考項目基準につきましては、４ページ、５ペー

ジに参考資料として添付しておりますので併せてご参照ください。 

私からは以上です。 

引き続き、私から、報告事項（３）平成３０年度江別市青少年スポーツ賞等の表彰につ

いてご報告いたします。 

事績の対象期間、推薦受付期間、各賞の基準や決定方法は、文化賞等と同様であります

が、年齢等の要件が文化賞等とは違い、スポーツ賞及びスポーツ奨励賞は小学生以上、大

学生などを除く１９歳未満、教育委員会賞のスポーツ部門は小学生及び中学生としており

ます。 

今回の受賞者につきましては、１ページにスポーツ賞の７個人２団体を、２ページから

４ページに掛けてスポーツ奨励賞の２１個人１８団体を掲載しております。また、５ペー

ジから６ページに掛けて、教育委員会賞スポーツ部門の１３個人１３団体を掲載しており

ます。 

各賞及びそれぞれの受賞者の氏名、事績等につきましては、記載のとおりでありますの

で、ご参照いただきたいと存じます。 

また、参考資料としまして、年度別の受賞者数統計を７ページに、候補者の選考基準を

８ページに、それぞれ添付しておりますので併せてご参照ください。 

なお、文化賞及びスポーツ賞等の贈呈式は、２月２３日土曜日午後１時から、えぽあホ

ールで行います。文化賞、スポーツ賞、文化奨励賞、スポーツ奨励賞につきましては市長

から、教育委員会賞につきましては、教育長からそれぞれ贈呈することとしております。 

以上です。 

ただいま報告のありました、報告事項（２）及び（３）の２件について、質問等がござ

いましたらお受けします。 

 一つ伺います。 



6 

 

 

 

 

天野生涯学習

課長 

月田教育長 

 

 

 

 

 

 

三浦スポーツ

課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 たくさんの江別市の子供たちがこのように表彰されるということは、全道や全国で良い

成績を収めたあかしですので、大変うれしいことです。受賞者の選考に当たっては、推薦

があれば何人でも受けられるということなのでしょうか。何人までというような人数の制

限はないのですか。 

選考基準は資料に記載のとおりです。こちらの基準に該当すれば、人数などの制限は設

けておりません。 

ほかに質問等はございますか。 

（質疑終了） 

それでは、本報告について終了してよろしいですか。 

（一同了承） 

次に報告事項（４）平成３１年度一般財団法人江別市スポーツ振興財団の事業計画につ

いての報告を求めます。 

三浦スポーツ課長お願いします。 

報告事項（４）平成３１年度一般財団法人江別市スポーツ振興財団の事業計画について

ご報告いたします。 

提出資料の事業計画書をご覧ください。 

平成３１年度の事業計画につきましては、財団の理事会及び評議員会の議決を経て、市

に提出されたものであります。第２８期事業計画の内容は、１ページから４ページに記載

しております。 

初めに、資料の１ページの総括でありますが、財団は、市民皆スポーツを更に推進する

ため、各種スポーツ教室及びスポーツ大会等を開催するとともに、市民体育館を始めとす

る屋内体育施設の指定管理者として、市民サービスの向上に向けた管理運営を計画してい

るものであります。 

事業運営に当たりましては、これまでどおり利用者の利便性に配慮した弾力性のある運

営とサービスの提供を図りながら、施設の利用を促進するとともに、利用者に満足してい

ただけるよう努めていくこととしております。 

また、３ページの５施設の管理運営事業（１）のイに記載の江別市都市公園施設につき

ましても指定管理による管理運営を行うほか、（２）に記載した受託事業としましては、屋

外体育施設等の管理運営を行うこととしております。 

次に、４ページをご覧ください。 

７自主事業の計画でありますが、集まれちびっこ元気祭り、夏休み短期体操教室、トレ

ーニング室早朝開放月間など、計１０事業を実施することとしております。 

次に、５ページをご覧ください。 

第２の平成３１年度収支予定表のうち１の予定収支予算書につきましては、まず、収入

の部では、１の基本財産運用収入３，０００円は基本財産３，０００万円の定期預金の利

息であります。 

次に、２の事業収入のうち補助事業収入３９４万４，０００円につきましては、スポー

ツ大会参加料、健康体力づくり受講料であります。また、受託事業収入１，６８７万９，

０００円につきましては、屋外体育施設管理運営等の受託に係る収入であります。次に、

指定管理事業収入２億６，４７５万２，０００円につきましては、屋内体育施設指定管理

料、大麻集会所指定管理料、都市公園の屋外体育施設の指定管理料及びスポーツ教室受講

料のほか、屋内体育施設利用料金、大麻集会所利用料金、都市公園の屋外体育施設の利用

料金であります。次に、自主事業収入１５万６，０００円につきましては、先ほど申し上

げた自主事業のうち、登山教室及び夏休み短期体操教室に係る参加料であります。 

３の補助金収入４，４７８万５，０００円は、スポーツ大会開催事業、健康体力づくり

指導相談事業、スポーツ指導者養成事業の実施に要する江別市からの補助金であります。 

４の雑収入４０８万１，０００円は、預金の受取利息及び自動販売機設置手数料等であ

ります。 

この結果、当期収入合計額は３億３，４６０万円となるものであります。 

次に、６ページをご覧ください。 

支出の部でありますが、１の補助事業費４，８７３万４，０００円のうち、スポーツ大
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会開催に要する事業費が１，１５０万３，０００円、健康体力づくり指導相談に要する事

業費が２２５万７，０００円、スポーツ指導者養成に要する事業費が１４万７，０００円、

これらの事業に要する人件費などの管理費が、３，４８２万７，０００円であります。 

２の受託事業費１，５８８万２，０００円のうち、屋外体育施設管理運営受託事業費が

５４５万４，０００円、大麻出張所管理運営受託事業費が６９６万３，０００円、選挙事

務開票会場設営管理等受託事業費が１万５，０００円、これらの事業に要する人件費など

の管理費が３４５万円であります。 

３の指定管理運営費２億６，８０３万２，０００円のうち、屋内体育施設の指定管理に

要する管理運営費が１億３，２４７万１，０００円、大麻集会所管理運営費が４８０万３，

０００円、都市公園の屋外体育施設の管理運営費が５６７万４，０００円、これらの指定

管理運営に要する人件費などの運営管理費が１億２，５０８万４，０００円であります。 

４の自主事業費は、事業に係る経費１９０万２，０００円であります。 

５の予備費に５万円を計上し、その結果、当期支出合計額は３億３，４６０万円となる

ものであります。 

７ページの予定正味財産増減計算書及び８ページの予定貸借対照表につきましては、そ

れぞれ記載のとおりでありますので、ご参照いただきたいと存じます。 

以上です。 

ただいま報告のありました、平成３１年度一般財団法人江別市スポーツ振興財団の事業

計画について、質問等がございましたらお受けします。 

（質疑なし） 

それでは、本報告について終了してよろしいですか。 

（一同了承） 

次に報告事項（５）江別市スポーツ推進審議会委員の公募についての報告を求めます。 

三浦スポーツ課長お願いします。 

報告事項（５）江別市スポーツ推進審議会委員の公募についてご説明いたします。  

江別市スポーツ推進審議会委員の公募についてですが、平成２７年６月に制定された市

民参加条例に基づき、より広く市民の意見等をスポーツ推進施策に反映させるため、この

たび、現委員の任期満了に合わせ、委員の公募制を導入いたしますのでご報告申し上げま

す。 

任期は、平成３１年６月１日から平成３３年５月３１日までの２年間であります。 

募集人数は１名であり、応募資格としましては、平成３１年４月１日現在で、本市に居

住する満２０歳以上で本市のスポーツ推進に関心のある方などです。 

応募期間は、平成３１年４月１日月曜日から５月７日火曜日までといたします。 

次に、選考方法は資料の項目７のとおりでありますが、募集の案内については、広報え

べつ４月号及び市のホームページに掲載するとともに、応募用紙を市役所本庁舎を始めと

する市内の公共施設に配置する予定であります。 

なお、委員の委嘱につきましては、任期が平成３１年６月１日から２年間となることか

ら、本年５月の定例教育委員会でご審議いただく予定ですので、よろしくお願い申し上げ

ます。 

以上です。 

ただいま報告のありました、江別市スポーツ推進審議会委員の公募について、質問等が

ございましたらお受けします。 

（質疑なし） 

それでは、本報告について終了してよろしいですか。 

（一同了承） 

次に報告事項（６）平成３０年度江別市一般会計補正予算の査定についての報告を求め

ます。 

近藤総務課長お願いします。 

報告事項（６）平成３０年度江別市一般会計補正予算の査定について、資料はございま

せんが、口頭によりご報告いたします。 

前回の定例教育委員会におきまして、第１回定例市議会に提出を予定している一般会計
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補正予算のうち、教育委員会所管分について財政部局の査定前の内容でご説明申し上げま

したが、査定の結果、全ての事業について要求どおりの補正予算が付きましたので、ご報

告いたします。 

以上です。 

ただいま報告のありました、平成３０年度江別市一般会計補正予算の査定について、質

問等がございましたらお受けします。 

（質疑なし） 

それでは、本報告について終了してよろしいですか。 

（一同了承） 

続いて、２の審議事項に入ります。 

審議事項（２）平成３１年議案第１２号 江別市立学校における学校運営委員会の設置

等に関する規則の一部を改正する規則の制定についての説明を求めます。 

近藤総務課長お願いします。 

議案第１２号 江別市立学校における学校運営委員会の設置等に関する規則の一部を改

正する規則の制定について、ご説明いたします。 

資料の１ページをご覧ください。 

１の改正理由でありますが、平成２９年度に制度を導入し、学校運営委員会委員が最初

の任期末を迎えるに当たり、委員会の円滑な運営のため、規則の見直しが必要であること

から、所要の改正を行うものであります。 

改正内容についてでありますが、一つ目は、２校以上の学校において合同で一つの学校

運営委員会を置く場合には、委員の定数を対象学校１校につき１０名以内とすること。 

二つ目は、委員の任期は２年としていますが、保護者として委員となったものが、児童

生徒の卒業により、任期の途中で委員区分から外れる可能性があることから、学校の学年

末に合わせ、任命日の属する年度の翌年度の末日をもって任期とするものであります。 

２の改正規則につきましては２ページに記載のとおりであり、規則の施行期日は、平成

３１年４月１日とするほか経過措置を設けるものであります。 

３ページは、新旧対照表であります。ページの左側が改正前、右側が改正後であり、下

線のある部分が改正箇所を示しておりますのでご参照願います。 

以上、ご説明いたしましたので、ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

ただいま説明のありました本件に対する質問等がございましたらお受けいたします。 

（質疑なし） 

それでは、平成３１年議案第１２号 江別市立学校における学校運営委員会の設置等に

関する規則の一部を改正する規則の制定についてを承認することにご異議ありませんか。 

（一同了承） 

それでは、そのように承認いたします。 

続いて、３のその他、次回教育委員会予定案件及び日程について説明願います。 

近藤総務課長お願いします。 

次回の教育委員会の案件でございますが、報告事項として平成３１年第１回江別市議会

定例会の一般質問についてなどを予定しております。 

また、次回の定例教育委員会の日程でございますが、３月２８日木曜日午後２時３０分

からと考えておりますが、各委員のご都合等はいかがでしょうか。 

ただいまありましたように、次回の定例教育委員会は３月２８日木曜日午後２時３０分

からということで、皆様よろしいですか。 

（一同了承） 

以上をもちまして、第２回定例教育委員会を終了いたします。 

（閉会） 

                                   終了 午後３時１７分 
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